


現場のメンバーたちと喜びを分かち合える
安全で健全な職場づくりを目指して

監督者の仕事はとにかく大変です。苦労の多い仕事です。スタッフからの

指示も，上司からの指示も，結局はすべて監督者に集中します。生産性が極

限まで求められ，人員もギリギリまで削られたなかで，監督者は“変化”に

的確に対応しなければなりません。

工場幹部がいない夜間の職場では，監督者は「夜の工場長」とも言われま

す。事実，生産現場のあらゆる責任を背負って活躍する監督者の働きが，日

本の生産活動の原動力になっていると言っても過言ではありません。

監督者は，日々の生産活動において昼夜を問わず，「生産目標の達成」「品

質目標の達成」「災害ゼロ」の役割を担って努力しています。生産，品質，安

全の確保はメーカーの使命です。監督者は，生産だけ，品質だけ，安全だけ

の目標を達成しても，合格ではありません。生産も大事，品質も大事，安全

も大事で，生産・品質・安全の達成を「三位一体の活動」として実現できな

ければなりません。

安全について，肝に銘じておかなければならないことは，「生産は取り返

せます」「品質も取り返せます」，しかし「人の命は取り返せない」というこ

とです。無災害を目指して１００人の職場の全員が必死に努力しても，たった

１人の災害を発生させれば，１００人から１人を引いた答えは「ゼロ」になる

のです。すべての努力が「無」に帰するのです。

災害防止は決して楽な任務ではありません。作業者のちょっとした油断，

ちょっとしたミス，材料や設備のちょっとした不具合が，災害の芽になり，

命取りになります。「人・物・管理監督」の欠陥が事故・災害を招き寄せます。

安全，そして健全な職場づくりは，地味で根気と情熱がいる仕事です。監

督者の役割は，きつく，つらいものですが，みんながケガなく，生産・品質

目標を達成し，部下とともに達成の喜びを分かち合える瞬間こそ，監督者の

生きがい，働きがいになるのではないでしょうか。
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労働災害発生のメカニズムと
災害防止の考え方

1. 「ヒヤリ→事故→災害」の連鎖を止める

（１）事故と災害を区別する

私たちは日頃何気なく「事故」と「災害」を区別せずに「事故が起き

た」「災害が発生した」と言いますが，安全管理上は，「事故」と「災害」

は区別してとらえることが必要です。

「事故」は，建屋，設備，材料などの物的な不具合，故障，破損状態

を言い，「事故」の状態では，人のケガは発生していません。

「災害」は，人がケガをしたり障害を受けるなどの人的な死傷害をと

もなった状態を言います。

事故と災害を区別する目的は，物的事故を起こしても，あくまで「物

の損害」にとどめ，人の命や身体に損傷を与える「災害」につながらな

い対策を講じるためなのです。

企業でも，職場でも「災害ゼロ」を目標に掲げて，安全活動を展開し

ますが，「災害ゼロ」を達成する前提に「事故ゼロ」を目指すのが，本

質安全化への道なのです。

もちろん，事故の前には，事故の前触れとなる「設備機械の不具合」

事故 災害

物的

人的

災害ゼロ

事故ゼロ
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災 害

ヒヤリ・ハット

事 故

や「人の不安全行動」による「ヒヤリ・ハット」の危険現象があります

ので，「ヒヤリ→事故→災害」の災害発生メカニズムを理解し，的確な

管理と監督行動によって，この連鎖を止めなければなりません。

（２）「ハインリッヒの法則」が示唆するもの

有名な「ハインリッヒの法則」は，保険会社が取り扱った災害件数５５

万件を統計的に分析した結果から，災害の程度別の発生件数割合は「重

大死傷災害１件に対し２９件の中程度災害，３００件の軽災害」と指摘して

います。重大および中程度災害の裾野には１０倍もの軽災害が広がってい

るというわけです。

この法則を災害の前段階，つまり「人がケガをしない段階」に当ては

めてみると，事故件数が３，０００件，ヒヤリ・ハットが３万件となります。

「事故ゼロ」「災害ゼロ」と目標を掲げるのは簡単ですが，達成するに

は，少なくとも３万件のヒヤリ・ハット件数対策をこなさなければなら

ないのです。

管理・監督者には，この膨大な量の対策をまっとうする情熱と信念と

根気が必要になります。

ヒヤリ・ハット

ハインリッヒの法則

重大死傷災害１件
２９件の中程度災害
３００件の軽災害
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